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３．配当予想の修正 

 １株当たり配当金 

基 準 日 中間期末 期末 年間 

前回予想（平成29年4月７日） 0円 10円 10円 

今 回 修 正 予 想 ―  0円  0円 

当期実績(平成30年２月期) 0円 ― ― 

前期実績(平成29年２月期) 0円 10円 10円 

修正の理由 

当社は、安定した配当を継続的に実施することを剰余金処分にあたっての基本方針としております

が、平成30年２月期の期末配当予想につきましては、上記業績予想を踏まえ、平成30年２月期の期末

配当予想を修正し、期末配当を行わないことに修正させていただきます。 

株主の皆様には、大変ご迷惑をお掛けしますが、更なる経営改革並びに業務改革を行い、安定配当

を実施できるように努めてまいる所存ですので、何卒ご理解を賜りますようお願い申し上げます。 

 

(注)本業績予想及び配当予想については、現時点で入手可能な情報及び合理的と考える一定の前提に基

づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。 

以 上 


